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《学校教育目標》 「夢を語って夢を追う児童生徒の育成」 

            キーワード：「継続」「挑戦」「進化」 

《学校スローガン》 「志、立てて、学んで、夢発見！」 

                       

害時保護者引渡訓練！ 

 ８月 25 日から唐津市一斉登校が始まり、９月 1 日に始業式を行うことができました。夏休み中

大きな事故の報告も無く、少し成長した、日焼けした姿で登校する子ども達の姿を見て嬉しくなり

ました。始業式は、コロナ感染対策として、各教室でオンライン配信のテレビを通して参加しても

らいました。 

その中で、電球を発明したトーマス・エジソンの話を紹介しました。 

国語辞典では、「成功」の反対語は「失敗」とあるが、 

人の生き方においては、そうとも限りません。エジソンは、 

電球を発明するまで、１万回失敗したそうですが、 

 

「それは失敗ではない。うまくいかない方法を１万通り、発見しただけだ。」 

 

と前向きに考えていました。そう、失敗したことが成功を導く。 

だから、人の生き方において、「成功」の反対は、「失敗」ではなく、「何もしないこと。チャレン

ジしないこと。」ではないでしょうか。 

子ども達にも、学校のキーワードの一つ、「挑戦（チャレンジ！）」をする２学期にしてほしいです。    

 

 

 

 今もなお、オミクロン株が主流となり、コロナ感染症拡大の波が止みません。学校という集団活動す 

る場においては、感染を拡大させないよう、児童の「出席停止」の対応をしています。その基準につ

いては以下のようになっています。現時点での対応についてお知らせしておきます。 

※文部科学省ガイドラインに沿って、７月２2 日に更新されたもの 

 
〇出席停止 
・保健所から濃厚接触者として特定された濃厚接触者(５日間の⾃宅待機) 
ただし、２日目及び３日目に抗原定性検査キットを用いた検査で陰性を確認した 
場合は、３日目から⾃宅待機の解除が可能（その場合も５日目までの健康観察等） 
・感染対策を⾏わずに飲⾷や部活動等を共にした要待機者 
(３日間の⾃宅待機及び５日目までの健康観察等) 
ただし、濃厚接触者と同様に、２日目及び３日目に抗原定性検査キットを用いた検査 
で陰性を確認した場合は、３日目から⾃宅待機の解除が可能 
・重症化リスクの高い高齢者や既往症がある方と同居している児童生徒(申出が必要) 
※それ以外の者(一旦閉鎖終了後、臨時休業の対象となる生徒以外)は登校可 

 

新型コロナ感染症対応について～9 月現在～ 

 

 

「成功」の反対とは・・・？ ～２学期始業式より



 

 

 9 月６日（月）が台風のため臨時休校となりました。 

この機会に、「GIGA スクール構想の実現」を進めようと 

唐津市一斉にオンラインチャレンジを実施しました。 

 児童にタブレットを持ち帰らせ、休校の朝、担任が授業 

スタイルで配信するというものでした。タブレット使用に関しては、授業等で徐々に慣れていた所

で、持ち帰り実施は初めての取り組みで多少不安でしたが、児童達は楽しそうに参加し、有意義な

時間が作れました。保護者の方には、突然のことでしたがご協力いただいたこと感謝いたします。

少しずつですが、今後もオンラインでできることを増やしていければと考えています。 

 

 

   

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☺今年度も、公民館からのご協力で「竹ん子教室」や「地域学習」を開催していただいています。

毎回、各学年の子ども達が、楽しみにして活動しています。今年もよろしくお願いします。 

☺泊を伴う行事（宿泊訓練、修学旅行）が実施されます。一層、日々の健康管理を徹底し、外部の

方、または他校の児童との交流を有意義なものにしてほしいです。 

月日 曜 行事等 月日 曜 行事等 

 ８ 木 6 年生地域学習 10／3 月 6 年生竹ん子教室 

 ９ 金 ５・６年生サガン鳥栖出前授業 ４ 火 2024 スポーツ体験会 

１２ 月 １・２年生竹ん子教室 ７ 金 ５・６年薬物乱用防止教室 

１６ 金 なかよし集会、１年生ポニー体験 １３ 木 6 年生修学旅行 

（長崎方面平和学習等） 

１～５年バス旅行 

２２ 木 授業参観 １４ 金 

２６ 月 ３年生竹ん子教室 ２９ 土 授業参観、情報モラル講演会 

２９ 木 ４・５年生宿泊訓練 

 （波戸岬少年自然の家） ３０ 金 

「秋」も盛りだくさんの行事です～９・１０月～ 

オンラインチャレンジ授業大成功 
文部科学省「GIGA スクール構想の実現」 

１人１台端末タブレットは令和の学びのス

タンダードとして、多様な子ども達の資

質・能力を一層確実に育成できる教育 ICT

環境を実現していくという構想 

１年生のオン

ライン。先生

のタブレットか

ら児童との接

続を確認中。 

２年生

では 

電子

黒板に 

児童を

映し

て。 

６年生。２台のタブレット（配

信用とモニター用）を準備。

児童の方には右のような画

面（⇒）が見えています。 


